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　豊
か
な
自
然
を
有
し
、魅
力
あ
ふ
れ
る
富

士
山
を
守
り
、引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
は
、

富
士
山
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。富
士
山

は
日
本
一
の
標
高
を
誇
る
独
立
峰
で
す
。他

に
類
を
見
な
い
特
徴
を
持
ち
、歴
史
、地
質
、

植
生
、生
態
系
、文
化
な
ど
、様
々
な
分
野
で

研
究
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　富
士
山
に
つ
い
て
の
知
見
を
深
め
る
こ
と

で
、環
境
保
全
活
動
を
よ
り
充
実
し
た
も
の

に
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、富
士
山
を
テ
ー

マ
に
様
々
な
分
野
の
有
識
者
を
招
き「
勉
強

会
」や「
講
演
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。ふ
じ

さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
立
当
初
か
ら
現
在

ま
で
、延
べ
57
名
の
講
師
の
方
に
そ
の
知
見

を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　実
績
は
、以
下
の
と
お
り
で
す
。

富士山の水の七不思議
富士山の異常湧水について
富士山のトイレ問題
富士山に降る雨について
富士山の地下水のしくみ
富士山の地下水の特徴
富士山の地下水の保全
富士山の地下水の利用について
阿多野用水と水掛菜について
静岡県のニジマスの養殖について
富士山の法律～自然公園法～
レッドデータブックについて
富士山の植物について
富士山の蝶について
富士山の洞窟に住む生き物について
富士山に住む哺乳類について
富士山の気象
富士山の登山事故事例と安全な登山
富士山を守る法律
富士山における自然との共生
富士山の自然ー３つの遺産ー

目からうろこのエコツーリズム

エコツーリズム推進について
富士山頂よもやま話
富士山信仰と人穴について
富士山の特性

世界遺産の保全とエコツーリズム

2007年夏季の富士山測候所の利活用について
富士山と戦国武将
富士山の動物
富士山の歴史と文化
富士山の噴火史と火山防災対策の現状
富士山の環境、景観に配慮した森林づくりを目指して
富士山の動物相と植生景観の保護
虫になって富士山見れば
富士山の地下水と湧水保全
富士山と雲～その成り立ちと気象予報～
富士山の安全登山
富士山麓植生保全パトロールの結果速報

富士山南麓の森とトレイルラン大会－トレイルラン
植生保全環境調査・中間報告ー

富士山麓外来植物調査結果の報告
富士山をめぐるシカとクマ－野生動物と人間の関係－
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　ふ
じ
さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
、設
立
当

初
か
ら
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
多
く
の
方

か
ら
御
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。ふ
じ

さ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
趣
旨
に
賛
同

し
て
く
だ
さ
る
方
が
多
い
こ
と
を
、改
め
て

実
感
し
て
い
ま
す
。い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、

環
境
保
全
の
普
及
啓
発
な
ど
ふ
じ
さ
ん
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
に
幅
広
く
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。今
後
も
、美
し
い
富

士
山
を
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
の

活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、引
き
続

き
御
賛
同
、御
支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

寄
付
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入
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富士北麓の外来植物対策
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2007年 静岡大学名誉教授 土隆一氏

2015年
マックスバリュ東海㈱

ハーゲンダッツジャパン㈱

2011年
アサヒビール㈱

▲2009年 沼津信用金庫

▲2013年 三島信用金庫

▲2013年 富士宮信用金庫

▲2013年 富士信用金庫

▲2024年 マックスバリュ東海㈱

◎このほか、社会貢献型クレジットカードの利用、インターネットバンキング募金の利用、直接申し出ていただく等、富士山を愛する個人の方から多くの寄付をいた
だいております。この場を借りて御礼申し上げます。
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日本四輪駆動協会

本田技研工業㈱硬式野球部

㈱静岡伊勢丹
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マックスバリュ東海㈱

沼津信用金庫

マックスバリュ東海㈱

マックスバリュ東海㈱

イオンリテール㈱

アサヒビール㈱

マックスバリュ東海㈱

アサヒ飲料㈱
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テ ー マ年 度 講 師 ※肩書は当時のもの

変わりつつある富士山の自然
富士北麓の外来植物対策
富士山と静岡県の天気
富士山における環境省の取組
世界自然遺産・小笠原諸島における外来種対策
日々、隣にある富士山
富士山の里山における開拓の歴史と特徴
※コロナ感染予防のため中止
※コロナ感染予防のため中止
※コロナ感染予防のため中止
富士山とデザイン
富士山の植物
火山としての富士山
富士山と源氏物語－“古典”の政治学

静岡大学理学部特任教授 増澤武弘氏
山梨県富士山科学研究所研究員 安田泰輔氏
ＮＨＫ静岡「たっぷり静岡」気象キャスター 吉井明子氏
環境省沼津自然保護官事務所自然保護官 中田一誠氏
東京都環境局自然環境部自然公園計画担当課 課長代理 松本行史氏
写真家 高瀬幹雄氏
愛知大学文学部非常勤講師 中山正典氏

有限会社アドクック相談役、デザイナー 前田三根男氏
静岡大学客員教授 増澤武弘氏
静岡大学未来社会デザイン機構副機構長 小山真人氏
静岡県富士山世界遺産センター教授 松島仁氏
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2007年 静岡大学名誉教授 土隆一氏

2015年
マックスバリュ東海㈱

ハーゲンダッツジャパン㈱

2011年
アサヒビール㈱

▲2009年 沼津信用金庫

▲2013年 三島信用金庫

▲2013年 富士宮信用金庫

▲2013年 富士信用金庫

▲2024年 マックスバリュ東海㈱

◎このほか、社会貢献型クレジットカードの利用、インターネットバンキング募金の利用、直接申し出ていただく等、富士山を愛する個人の方から多くの寄付をいた
だいております。この場を借りて御礼申し上げます。




